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20年間平均の時間外労働時間（36協定では年間労働時間1893.67Hで協定）
及び、有給取得⽇数の平均（70％取得で協定）は
・組合員平均 年間総労働時間 2045.70H （⽉間時間外平均 21.0H）
・組合員平均 年間有給取得⽇数 13.02⽇
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過去3年間470時間申請部門の詳細

新規プロジェクト・新システム導⼊ ・新規⽴ち上げ等で
特別条項470時間超申請、申請⼈数も増加傾向にある
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対策内容（計画を立て遂行していく）

発生の要因 他社事例 ムサシの対策案

業務の集中 業務の標準化・マニュアル化
情報の共有化を進める 業務の標準化・情報共有

労務知識の不足 昇格試験に労務項目追加
管理職、長時間勤務者への教育 管理者に向けて教育実施

計画をしっかり立ててい
ない

出社時に帰宅時間を申告
全社消灯時間を定める 全社消灯時間を定める

突発業務が多い 業務の洗い出しを徹底する
業務プロセスを客観的に調査分析 業務プロセスの調査分析

管理者が部下の残業を
把握していない

部門ごとの労働時間の公開
管理職の人事考課に時間管理を追
加

部門ごとの残業時間公開

残業申請のタイミングが
遅い

事前申請・許可制
毎日労働時間管理を実施する 管理を月1回⇒3回に増

要員の不足 ITの活用、採用活動強化 ITの活用による工数削減
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分類 制度 詳細
休暇 年次有給休暇 再雇⽤者及び期間従業員の取得単位の改善

１.０⽇→０.５⽇単位
療養特別有給休暇制度 積⽴有効期間廃⽌

7年⽬切り捨て→最⼤４２⽇積⽴
特別有給休暇 社会貢献活動の追加 年間３⽇間

勤務形態 育児短時間勤務 対象年齢「3歳未満」→「⼩学校4年⽣の始期」
在宅勤務制度 別紙参照

休職 休業制度 社内の配偶者の転勤時の休職追加（上限3年）
その他 ジョブリターン制度 別紙参照

ここ近年の休暇等の改善内容

制度は導⼊したが、認知度と活⽤度が低い
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働き方改革推進会議 資料 組合として出来る事とは何か？
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働き方改革推進会議 資料 マインドセットを醸成するために

組合だからこそ出来る取り組み 組合員からパラダイムを変えていく！
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働き方改革推進会議 資料 イクボス（メン）を育成するために
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Amazing Change
〜個々の幸せ（⽣きがい）を⾒つけ、⾃ら働き⽅を変える〜
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項 ⽬ 概 要

■制度名 ジョブリターン制度

■対象者 • 男⼥問わず、結婚、出産、育児、介護、配偶者の
転勤により当社を退職した正社員

• 正社員として勤務実績が３年以上ある者

■離職期間 退職後5年以内

■復職職場 原則、退職時の職場に復職
(事情により本⼈の経験を活かせる他部⾨への復職の場
合あり）

■処遇 原則、退職時の等級・資格に格付け
(試⽤期間３か⽉）
※退職前の勤続は引き継がない

■⼿続
フロー

① 再雇⽤希望者は、「ジョブリターン希望登録票」
を⼈事課へ提出

② ⼈事課は退職時職場に求⼈ニーズを確認する(な
い場合は経験を活かせる部⾨で確認する)

③ 本⼈に再雇⽤のオファーをする
④ 本⼈の同意が得られれば、復帰先所属部⾨⻑およ

び⼈事部⾨で採⽤⾯接を⾏う
⑤ 会社が採⽤可否決定

項 ⽬ 概 要
■制度名 在宅勤務制度
■対象者 職務等級K-1以上の正社員で、

①育児（⼩学校3年⽣まで）・介護に従事して
いる
②その他会社が認める事情がある
者のうち、在宅で業務ができると会社が認め
た者

■就業場所・⽅
法

⾃宅で会社貸与ＰＣを使⽤

■利⽤可能⽇数 ⽉度所定労働時間の50%を上限とする

■就業時間・利
⽤単位

5:00〜23:00の間で、コアタイムの無いフレッ
クスタイム制（10分単位)とし、断続勤務を可
とする

■利⽤申請 利⽤登録申請を年度ごとに実施。登録申請し
た年度内は、利⽤の都度上司に連絡。

■労働時間管理 • 就業報告書をメールで上司に送信し勤務状
況へ反映する。
• 証拠データとしてＰＣログ記録をＩＴ部よ
り⼊⼿する。

■機器等の貸与 • 会社指定のＰＣ
• 必要に応じて会社携帯を貸与

■費⽤負担 • 会社負担：会社貸与の携帯電話通信費⽤
• 個⼈負担：作業環境費⽤(光熱費,通信費等)




